
1989年出上の木簡

奈
良
。
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
十

一
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
蓮
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
七
月
ぞ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
崎
卓
哉

・
森
下
浩
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
澄
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
十

一
坪
の
東
半
部
北
寄
り
に
あ
た
り
、
今

回
、
小
学
校
建
設
に
先
立
っ
て
約
二
五
〇
〇
ド
を
発
掘
し
た
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出
し
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構
で
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二
条
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間
路
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南
側
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掘
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戸
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濤
三
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あ
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こ
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ら
の
遺
構
に
は
六
時

期
の
変
遷
が
あ
り
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こ
の
う
ち

建
物
の
配
置
状
況
が
も
っ
と
も

よ
く
わ
か
る
第
二
期
に
は
、
好
の
東
半
三
分
の
一
町
を
利
用
し
た
建
物
配
置
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
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木
簡
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す
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井
戸
か
ら
出
土
し
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①
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
七
の
枠
内
か
ら
出
土
。
上
下
端
は
欠
損
、
左
右
両
側
面
も

削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
井
戸
か
ら
は
他
に
削
層
が
二
〇
点
出
土
し
た
が
、

い
ず
れ
ょ
小
片
で
あ
り
釈
読
で
き
な
い
。
②
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
五
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掘
形
か
ら
出

土
。
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下
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は
欠
損
、
綻
二
片
に
割
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

「平
城
京
左
京
二
条
四
坊
十

一
坪
の
調
査
」

（『奈
良
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
元
年
度
』
一
九
九
〇
年
）
　

　

（西
崎
卓
哉
）

(奈 良)


